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午後３時50分開会

会議に付託された議案等

○意見交換会

・ＴＰＰと宮崎県の農業について

出席委員（14人）

環境農林水産常任委員会

委 員 長 山 下 博 三

副 委 員 長 有 岡 浩 一

委 員 緒 嶋 雅 晃

委 員 原 正 三

委 員 横 田 照 夫

委 員 岩 下 斌 彦

委 員 前屋敷 恵 美

成長産業・ＴＰＰ対策特別委員会

委 員 長 岩 下 斌 彦

副 委 員 長 星 原 透

委 員 緒 嶋 雅 晃

委 員 坂 口 博 美

委 員 中 野 明

委 員 山 下 博 三

委 員 右 松 隆 央

委 員 田 口 雄 二

委 員 図 師 博 規

委 員 徳 重 忠 夫

欠席委員（３名）

環境農林水産常任委員会

委 員 髙 橋 透

成長産業・ＴＰＰ対策特別委員会

委 員 鳥 飼 謙 二

委 員 新 見 昌 安

委員外委員（なし）

意見交換会のために出席した者

宮崎県農業会議

会 長 工 藤 悟

副 会 長 甲 斐 義 弘

副 会 長 田 中 義 正

会 議 員 岡 元 輝 信

会 議 員 山 中 長 茂

会 議 員 轟 木 保 紘

会 議 員 内 村 充

会 議 員 兒 玉 厚 夫

会 議 員 緒 方 一 美

会 議 員 福 岡 仲 次

会 議 員 高 橋 正 二

会 議 員 黒 木 鉄 夫

会 議 員 佐 藤 経 春

会 議 員 船ヶ山 美津子

事務局職員出席者

政策調査課主幹 松 浦 好 子

議 事 課 主 査 松 本 英 治

議 事 課 主 査 佐 藤 亮 子

議事課主任主事 川 崎 一 臣

ただいまから環境農林水産常任○山下委員長

委員会、成長産業・ＴＰＰ対策特別委員会合同

審査会を開会いたします。

特別委員会委員長との協議により、常任委員

長であります私が委員長の職務を行うこととい

、 。たしましたので よろしくお願いをいたします

まず、本日の委員会の日程についてでありま

す。

本日は、宮崎県農業会議の工藤悟会長ほか13

名の方にお越しいただいておりまして 「ＴＰＰ、

と宮崎県の農業について」をテーマに意見交換

平成25年10月21日(月)
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を行いたいと存じます。

日程につきましては、お手元に配付いたしま

した日程案のとおり行うこととしてよろしいで

しょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

ありがとうございます。それで○山下委員長

は、そのように決定いたします。

農業会議の入室のため、暫時休憩をいたしま

す。

午後３時51分休憩

午後３時53分再開

それでは、委員会を再開いたし○山下委員長

ます。

本日、進行させていただきます環境農林水産

常任委員会委員長の山下でございます。

初めに、一言御挨拶を申し上げます。

本日はお忙しい中、当審査会にお越しいただ

きまして、まことにありがとうございます。

私ども県議会におきましては、今年度 「成長、

産業・ＴＰＰ対策特別委員会」を設置いたしま

して、ＴＰＰに関する所要の調査活動等を行っ

ているところであります。

本日は、この特別委員会と、農林水産業振興

対策を所管する「環境農林水産常任委員会」と

の合同で審査会を開催いたしまして、本県の農

業情勢に精通されました皆様方と意見交換をさ

せていただくことになりました。

年内妥結に向けて交渉が進むＴＰＰに関する

、 、ことを中心に 本県農業の現状や課題について

御意見等をお聞かせいただければ大変ありがた

いと思います。

短い時間ではありますが、何とぞよろしくお

願いいたします。

、 。それでは 着座して進行させていただきます

それでは次に、宮崎県農業会議会長工藤悟様

に御挨拶をお願いいたします。

皆さん、こんにちは。久○工藤農業会議会長

しぶりに委員会室に入りまして、若干緊張感を

持っております。そして、前は皆さん方の席で

ありましたが、きょうは被告席に座らされたよ

うな感じで大変戸惑っておりますが、このよう

な機会をつくっていただきました山下委員長、

岩下委員長、皆さん方に心から敬意と感謝を申

し上げたいと思います。

我々農業委員会系統としては農地の番人と言

われておりまして、優良農地の確保、あるいは

担い手の育成確保、そして耕作放棄地の解消等

と非常に重要な役割を持って取り組んでおりま

、 、すけれども 農業委員の活動が目に見えないと

姿が見えないと、あんなに一生懸命やっている

けれども見えないと。議員の皆さんたちはひな

壇に座りますからよく見えますけれども、我々

はもう地の中に入って仕事をしているという状

況であります。

しかし、それだけに生の声はしっかりと持っ

ておるつもりでありますので、きょうはしっか

りと意見交換会をしていただいて、実り多い意

見交換ができればありがたいなと思っておりま

す。

いろいろ申し上げたいことはたくさんありま

すが、私どもは７つほど、それぞれの立場から

お願いをいたしますけれども、例えば今、政府

、 、が攻めの農林水産業と こう言っておりますが

攻めとは何ぞやといったら、いわゆる６次産業

化と海外への輸出だと、これが基本だと言って

おります。ところが、６次産業化、海外への輸

出、果たして宮崎県の農業者の中でどのくらい

いるのかということになりますと、極めて問題

があるし、それだけではないよと言いたいわけ
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であります。

それから、今、攻めの農林水産業の中で言わ

れておりますのが、要するに農地を担い手に集

積して、現在ある農地の８割を担い手に集約す

ると。果たしてそれができるのかと、こういう

話。

それから、その農地の中間管理機構をつくっ

て、そして貸す人、借りる人、これを探してや

るんだと。貸す人は多いけれども、借りたい人

はそんなにあるのかと。つまり、宮崎県は中山

間地を半分以上抱えておりますから １反歩で10、

枚もある田んぼを誰が耕すのかと。そういう話

がありますので、したがって、そういう問題を

どう、これから政策を先取りして、我々の地域

に密着できるような農地中間管理機構なり、あ

るいは攻めの農政なり あるいは人・農地プ―

ランを今策定をしなさいということになってお

りますが、それすら、まだ確たる人・農地プラ

、 。ンは 計画はあっても具体的に進んでいないと

この地域の農業を誰が担うのかと。まだ、そこ

まで行っていない。農地を誰が耕すのかと、ま

だそこまで行っていない。それが策定できなけ

れば農地中間管理機構は動きませんよという話

ですから、この１年間、半年間の中で、極めて

我々の仕事が大事になってくるかと。

それと同時に、農地の基本台帳というのがあ

るけれども、これは古くなっております。今、

９月の臨時国会で法案を整備したいとは言って

おりますが、つまり農地の基本台帳を洗い直さ

なきゃいかん。自分の農地がどこにあるやらわ

からない人がいる。もう何代も前の人の名義に

なっているとか、そして不在地主がおると。そ

ういった農地を誰が集約して、農業経営なり農

業生産をやるのかと。極めて、いっぱい問題は

山積しております。

そういう問題、課題を抱えておりますので、

よろしくお願いしたいと思いますし、鳥獣害対

策もきょうは出ますけれども、これはもう個人

では守り切れません。やっぱり地域なり全体が

守っていかなきゃできないということでありま

す。

それから、ＴＰＰの特別委員会の皆さん方で

ありますが、我々も率先して反対をして、むし

ろ全国農業会議所から発信したといっても過言

ではない。私どもは市町村の議会なり市町村に

対しても、いろんな形で働きかけをしまして今

日の体制ができたと思っておりますが、これは

もし、これに入ったらとんでもないこと。韓国

は今、困っております。ＦＴＡという、アメリ

カと協定を結んでおりますが、66、法律や施行

規則を変えられてるんです。66、法律だけで23

変えられてるんです。だから、韓国の法律じゃ

、 。なくなって アメリカの法律になりつつあると

そして、ある外国の企業が韓国に入ってきて、

そしてもうからなかった、収益がなかったと。

収益がないから、ＩＳＤという制度に基づいて

提訴して、結局、韓国は負けたんです。収益分

を韓国に払いなさい、そういう状態は今後出て

くると。

だから、農業だけではなくて、全ての分野に

大変な状況になってくるから、我々はふんどし

を引き締めて、しっかりと対応していかなきゃ

ならんと。このように思っておりますし、言い

たいことはたくさんありますが、きょうは意見

の交換の場が重要でありますから、そういう意

味では、ひとつその時間をたっぷりとっていた

だいてお聞き取りをいただければありがたい、

このように思います。よろしくお願いいたしま

す。

ありがとうございました。○山下委員長
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続きまして、本日の出席者の紹介につきまし

ては、時間の都合もございますので、お手元の

出席者名簿及び配席図をもって紹介にかえさせ

ていただきたいと存じます。御了承いただきま

すようお願いいたします。

、 、 、それでは 本日の進め方でありますが まず

農業会議の３名の方から、ＴＰＰにかかわる課

題を中心に、農地の担い手への集積や鳥獣被害

なども含めまして地域ごとの状況を御説明いた

だき、その後、意見交換をさせていただきたい

、 。と思いますので よろしくお願いをいたします

それでは、初めに、西都市農業委員会会長緒

方一美様にお願いをいたします。

皆さん、こんにちは。西都○緒方農業会議員

市農業委員会の会長の緒方と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。

まず初めに、ＴＰＰ対応について、我々農業

委員会が考えておりますことを申し述べさせて

いただきます。農業者、議員、各種団体等によ

り、ＴＰＰ交渉の状況について相談や問い合わ

、せが事務局のほうに多数来ておりますけれども

、現在の情報開示の中では十分な情報が得られず

回答に苦慮しているところが現状であります。

また、情報やうわさが交錯をしておりまして、

相談が、作物ではニラとキュウリが壊滅的な打

撃を受けるとか、また、ユズやミョウガ等の中

山間地域で栽培される作物の生産をやめるべき

ではないかとか、誤解される部分が非常に多く

て、地域住民への説明が十分ではないのが現状

であります。聞かれてくる皆さん方も情報の収

集に苦慮されているようなふうに思っておりま

すが、特に、きょうの新聞等でもそういうニュ

ースが載っておりましたけど、しかるべき時期

に明確な交渉の状況を公開していただきますよ

うに、皆さん方にも特段の努力をお願い申し上

げる次第であります。

続きまして、農地の貸借、担い手への集積等

について、問題点について、本市の現状を申し

述べさせていただきます。本市は施設園芸が盛

んであり、土地利用型で農地を集積していきた

。いと考える担い手が少ないのが現状であります

特に若い人たちは、お父さんたちが、あそこの

土地が出たが買わんかというような、親は勧め

るんですけど若い人たちは、もう土地は要らな

いと。自分たちはピーマン、キュウリ、ニラ、

ゴーヤとか、そういう施設もんでやっていくと

いうような担い手が多くて、また兼業農家も多

いわけであります。また、地域内の人間同士の

仲たがいとか、あるいはトラブルも済まないケ

ースもありまして、担い手よりも血縁者に貸し

たいというような希望が多くて、そういう所有

者が多い現状であります。また、不在地主で、

どうしてもどこにおられるか見つからないとい

、 、う方もおりまして 相続による登記ができない

登記をしない方も多く、問題が１件１件違うの

が現状でありまして、対応が非常に難しい現状

であります。一般企業等については、地域の実

情に沿って検討をしているところであります。

続きまして、鳥獣被害の現状について報告を

させていただきます。本市では、市の77％が山

林ということで、周囲を山林に囲まれた集落が

多い上に、住民の高齢化が進みまして、田畑の

維持管理が行き届かない部分が多く、集落との

境界も曖昧になってきているのが現状でありま

して、鳥獣にとって出没しやすい環境となって

きております。そのことに伴い、農林作物への

被害も拡大しているところでありまして、対策

としては、県の鳥獣害対策特命チームが推進し

ている新たな視点に立った鳥獣被害対策 無―

、 、自覚な餌づけをやめ 徹底的な追っ払いを行い
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不足する冬季の餌を制限することにより、適正

な生息頭数に導く、地域一体となった取り組み

が有効と考えているところであります。

現状は、有害鳥獣捕獲班による駆除や、国、

県、市の補助事業を利用した電気柵設置等の即

効性のある対策に頼っているところが現状であ

ります。個人への電気柵購入に対する補助事業

、 、である鳥獣保護区等周辺被害防止事業は 例年

要望額に対して県の配分が少なく、２～３年待

ちの状況になっておりましたが、25年度は不足

分を市が負担することで要望額に達する見込み

であります。今後は、このような状況にならな

いよう予算額の増額を求めるとともに、新たな

視点に立った鳥獣被害対策についても、県が指

導して周知活動を行っていただきたいという要

望をしておきたいと思います。

以上、簡単でありますけど、報告にかえたい

と思います。どうもありがとうございました。

ありがとうございました。○山下委員長

次に、小林市の農業委員会会長兒玉厚夫様に

お願いをいたします。

小林の兒玉でございます。○兒玉農業会議員

本日は、こういう貴重な意見交換に参加をさせ

ていただき、まことにありがとうございます。

時間等もございますが、単純な回答、要望かと

思いますが、よろしくお願いをいたします。

まず、ＴＰＰについては、最初に反対である

ということを申し上げておきます。

それでは、ＴＰＰについて申し上げます。Ｔ

ＰＰに参加することは、多くの方々が、どのよ

うな影響が生じるか、不安を持っていらっしゃ

るのが現状でございます。１つの例を申し上げ

ますが、ことしの米価は下落してる中にＴＰＰ

参加となれば、稲作農家はもとより転作農家等

の多くの問題を抱えることになり、心配をいた

しておるところでございます。特に、新田等に

おいては、今のところ稲作にかわる作物等はな

、 、 。く 荒廃化するのは もう明らかでございます

また、人・農地プランも大切だと思いますが、

攻めの農業ができるのは一部の企業であり農家

にすぎないと思っておるところでございます。

今までの一般の農家は、どのように今後、経営

を営み続けていくかというその対策は必要であ

りますので、もし案がございましたらお示しい

ただきたいと思います。

続きまして、農地の担い手への集積等につい

てでございますが、このことにおいては、一般

的に優良農地、いわゆる進入道、区画整理等が

、 、よい農地は有効利用がされておりまして また

あっせん等においてもスムーズに賃貸借がなさ

れております。しかし、そうでない農地は荒廃

化が進んでいるのが現状でございます。最近は

農機具、いわゆるトラクター等が大型化して、

効率的利用を図るためには優良農地にする必要

があると思いますので、そのようにしてもらい

たいと思っております。特に、高齢化も進んで

おりますので、国、県、市町村 行政ですが─

により整備されることを要望いたします。─

なお、企業等は効率のよい優良農地を対象に

して賃貸借され、また、未相続、不在者農地に

ついては、これは法律上の改正が伴うことと思

いますので、必要とある農家等に払い下げがで

きるような解決対策は必要かと思いますので、

行政として前向きに取り組みを要望いたしてお

きます。

続きまして、鳥獣被害の現状についてという

ことで、私も有害駆除の班員でございます。特

に、ここで申し上げたいことは、今から申し上

げますが、今、鳥獣被害は多く発生しておりま

す。特に、イノシシ、鹿、猿、カラス、近ごろ
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はアナグマも出没をいたして被害は増大をして

おります。その対策等については有害駆除によ

るもの、またはわな、ネット等の設置が行われ

ております。しかし、山林等のネット等は管理

がされておらず、大半が破損をしているのが現

状であります。今できることは、御提案です

が、11月１日から３月15日の間に捕獲をするの

が、駆除に一番成果があるかと思うわけでござ

います。これはいわゆる狩猟期間です。もうす

ぐ始まります。

まず、そこでお願いですが、当面の間、狩猟

税の免除を実施していただきたい。そして、で

きないのであれば、狩猟税の統一化を図ってい

ただきたい。というのが、狩猟税の高い人と安

い人があるわけですね。これは、もう昔からで

す。もうそろそろ統一をしていただきたいと思

います。できるだけ安い狩猟税をお願いをいた

します。

ちなみに小林で申しますと、前は900名ぐらい

の会員でございましたけれども、もう現在は120

を切ろうとしております。そういうことで37％

が70歳以上でございます。そしてさらに60歳以

上は、もう81％となっております。いわゆる狩

猟する人が出てこないというのが現状でありま

す。

そこでお願いでございます。この狩猟免許を

取るには、大体４～５万のお金が要ります。わ

なにすれば4,000～5,000円の手数料、あるいは

講師料を払います。佐賀県ですか、向こうの市

町村によれば、行政がこれを助成している市町

村もございます。私も小林のほうですが、何と

かこの助成をできないかということで行政のほ

うに要望をしてまいりますけれども、県の方々

も、ひとつその点をよろしく御協力をお願いを

申し上げます。

以上でございますが、多くの問題点はありま

すけれども、時間の点もございますので、一応

このくらいにいたします。ありがとうございま

した。

ありがとうございました。○山下委員長

次に、日向市農業委員会会長黒木鉄夫様にお

願いをいたします。

日向市農業委員会の黒木で○黒木農業会議員

あります。

ＴＰＰの対応についての要望事項といたしま

して、零細農家は自由競争に負けて、農家や伝

統を継ぐという重みのある、今までやってきた

農家の伝統が薄れてしまうのではないかという

ふうにも思います。また、構想内容がはっきり

するまでは、先が見える、将来設計も立たない

という不安という若い就農者の方の意見も多数

聞きます。うちのほうでは、中山間地を控えて

いる関係上、そういうことが多く見られます。

２番目に、農地の対策でありますが、担い手

への集積等について、農地の貸借、集積につい

ては、地元の農業委員への苦情提供や相談はあ

り、対応していますが、農地のあっせん情報が

。わかりにくいという意見もちらほら聞かれます

相続農地の不在地主の農地管理の条件について

は、今のところ苦情はございませんが、こうい

うことも、また懸念されるところであります。

また、一般企業の農地対策について、遊休農

地を有効利用できる点は大いに期待が持てます

が、企業が農業から撤退や規模縮小された場合

に、どう考えているかも不安でありますので、

ひとつその点のところもよろしくお願いしとき

ます。

また、鳥獣対策について、現状では有害鳥獣

被害対策のための防護柵設置費用負担に対する

行政からの補助は、予算の関係で順番待ちとい



- 7 -

平成25年10月21日(月)

うのが、当東臼杵郡、日向市、東郷町入れまし

、 。ての入郷地帯は それがかなり見受けられます

その年の農業収入を確保するために個人で対応

せざるを得ない状況であります。

また、一部の集落で、鳥獣対策でメッシュと

いう金網を張りましたところ、やっぱり集落を

ちょっと離れたところ、ほかのほうにも回って

被害が多分に出ております。そこで被害が出る

ことになりますので、したがいまして、費用負

担も大変ですが、有害鳥獣の駆除等、行政は本

腰を入れて行わなければ、有害鳥獣の被害対策

の抜本的な解決はできないのではないかという

、 。ふうにも考えますので よろしくお願いします

ありがとうございました。○山下委員長

ただいま、各地域ごとに、現状や課題等につ

いて御説明をいただきました。これについて、

委員の皆様からお聞きになりたいことはござい

ませんか。

また、本日、農業会議側からもたくさんの皆

様方が御出会でありますが、後は自由に討論で

きるような場所にしたいと思いますので、よろ

しくお願いをいたします。

どこでも農家は高齢化する、若者○緒嶋委員

は農業から離れていく中で、果たして農地の集

積が、農地の中間管理機構やらつくるというこ

とになっておりますが、それがうまくいくかど

うかと。皆さん方の農業会議のほうで本当に懸

念を持っておられると思うんですけど、まだ、

はっきりしたものが宮崎県でも、うまくいくか

どうかというのは我々も疑問を持っておるんで

すが。このあたりはそれぞれ、今、発表された

人以外の方の意見も聞きたいんですけれども、

どなたかから、このこと。有害鳥獣のことも当

然ありますが、これがうまくいかなければ、攻

めの農業とかいっても、本当にそういう攻めの

農業になるのかというように、特に中山間地で

は懸念が大きい。私も高千穂ですので中山間地

で、同じ気持ちですけれども。それ以外の皆さ

ん方、発表された以外の方の御意見等も大体同

じかどうかということをですね。

私は、えびの市でござ○田中農業会議副会長

います。ちょうど今、畑地かんがい事業が始ま

りまして、私のところに回ってきたところであ

りますが、なかなか思うように皆さんの同意が

得られない。というのは、おっしゃっています

ように高齢化が非常に進んでおります。中山間

地の山手のほうでありますので、どうしてもこ

れは畑地かんがいだけは成功させなければなら

、ないということで頑張っているんですけれども

もう農地はどうでもいいと、もうおまえたちが

勝手にしてくれと。それじゃあ、こっちも進め

られない、同意をもらわんとどうにも。印鑑は

つけないと。もう俺たちが死んだ後、いろいろ

な経費やら何やらどうのこうのということにな

れば子供たちに迷惑がかかるから、もうおまえ

たちにやるから勝手にしろと、こういう話をさ

れるんですね。それで、我々も集落を後世に残

すには、この畑地かんがい事業を成功させなけ

れば、我々のお墓も見てくれる人がいなくなり

ますよというようなことは申し上げているんで

すけれども、なかなかやっぱりその辺がうまく

いきません。

今の状態では、言われたように借り手がいな

いということで、企業じゃないですけれども、

民間の法人の方がいっぱいいらっしゃるんです

が、どうしても成功させてくれと。我々の土地

も、畑地かんがい事業が30アール区画で計画を

されているんですが、そういうことになれば、

後は我々が面倒を見るから何とか頑張ってくれ

と、こういう話を受けているんですけれども、
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今のところ前に進めない。

ただ、一つは、畑地かんがい事業がうまくい

けば、周辺を金網による獣害対策を県がやって

くれるというようなことを、また提案をしてい

ただきました。その辺も含めてですが、さっき

から出ております中間管理機構、こういうのも

あれば、そんなら畑かんの基盤整備等もただで

やってほしいと。こういうことも上杉先生に

私が陳情に行ったときは上杉先生は、もう―

国がやりますとおっしゃったんですから、県の

畑かん営農推進室でも、県もやってほしいとい

うようなことでお願いしたんですが、今のとこ

。ろはまだできないというような声でありました

以上です。

ありがとうございます。○山下委員長

今の農地の集積のこと○甲斐農業会議副会長

ですけれども、宮崎市でも、人・農地プランの

一環として至るところで急いでいるんですけれ

。 、ども 佐土原の横田委員もおられますけれども

佐土原とか生目で、基盤整備をしているところ

ですけれども。やっぱり都城なんかとすると、

この宮崎市周辺は一応ハウス園芸と、水田はも

う米だけということで、なかなか何でもかんで

もできる地域ではないんですけれども、実情は

なかなか集積も難しゅうございます。今、もう

御存じのように農家も高齢化が進んでおりまし

て、集落のリーダーというのが、もう65歳前後

の人たちです。ここにきてＴＰＰ問題が出てき

て、米が今の価格よりも半減したらどうなるか

ということで、もう米はつくれんとか、それよ

りも自分のハウス園芸に力を入れて収益を上げ

たほうがよいというような意見も出てきており

まして、実際ここにきて、組織を立ち上げよう

という寸前になって、今ちょっと中断している

。 、 、ような状況です もう基盤整備もしていて 今

担い手の人たちも飛んび飛んびにつくっている

わけですね。それを色分けして、そこまではで

きているんですけれども、なかなかＴＰＰ問題

がひっかかりまして、現場ではちょっと進んで

いない状況です。

以上です。

今、ＴＰＰ問題に対する不安等○山下委員長

がかなり各地域で出ているだろうと思うんです

が、私たちも過去４回、全体の総意として宮崎

県議会でも反対決議をして、政府のほうにも出

しているところです。今、本当に各地域から、

崩壊していく集落の現状やら抱えておられるこ

との問題点 それと、今さまざまな農業法人―

とか大型の農業経営がどんどん進出してきてい

る中で、皆さん方が言われるのは、国際化等に

やっぱり打ち勝っていくためには、どうしても

農地の集積というのが必要なんだと。例えば50

町歩、100町歩耕作されている大型の法人等が、

今たくさん出てきているんですが、やはり農地

の分散で、どうしても集約が図れない。そのこ

とが非常に生産性を上げるための大きな問題に

なっているんだと。なぜ集約してくれんのかと

いうことをいつも言われるんですが。

その問題等もひっくるめて、ぜひ問題整理を

しながら、ちょっとトーキングできたらいいが

なと思うんですけど。先ほどから不在地主の問

題とか 土地持ち非農家等の問題もあるんでしょ、

うけれども、そういう問題点をちょっと整理で

きたらいいがなと思うところですけれども、何

かありましたらお出しいただくとありがたいと

思います。

農地の集積の問題で○工藤農業会議会長

。 、ちょっと これは皆さん大体同じなんですけど

全体の農地を集積することは、これはもうとて

もじゃない至難のわざであって、特に宮崎県は
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中山間地が、当初申し上げたとおり半分以上あ

るわけですから、ですからそれだけに頼っては

いけない。

したがって、日本型直接支払い制度を今設計

をしておりますね、自公政権で。そして今、農

水省がそういう計画をしておるんですが。それ

はどういうことかというと、農地を農地として

利用している者に対して交付金を交付しますよ

ということですから、今までの戸別所得は水田

だけだった。今度は畑地、畑作、果樹、採草放

牧地、だから、農業を営む者について。これは

非常に農地の集積ができないところに対する支

援対策です。したがって、日本型直接支払い制

度を早目にテーブルに乗せてほしいなと。今、

政府の状況を見てみると、来年度からは無理だ

ということですから いろんな前段の作業をやっ。

て、早くて27年度からということですが、早目

にそれを制度化して、そして法制化してもらわ

にゃいかん。所得補償、戸別補償のときもそう

でしたが、予算があるときは出すけれども、な

。ければ出しませんよという予算措置でしたから

それはもう一応法制化しようという、与野党間

の歩み寄りをして法制化しようとしたら政権が

かわって、もっと踏み込んでいこうということ

ですから、中山間にとっては、これは非常にあ

りがたい政策。だから、ひとつぜひ県議会も推

進をしていただきたいなと、このように思いま

す。

今、提案がありました中山間地○山下委員長

域の抱える課題ですね。それと、私は都城出身

ですけれども、農地を買いたいけど農地がない

と、その現状もあるんですよ。例えば借地だっ

たらなかなか安定しないと。やっぱり大型の農

業法人等は農地をまとめて買いたいんだと。例

えば１町歩でもまとまってたら、ぜひ買いたい

という希望があるんですが、なかなかやっぱり

まとめることが難しい。その状況も地域の中で

は抱え、問題点等があるのかなと思ってますけ

どね。

特に、このＴＰＰの行く末という○緒嶋委員

か、どうなるか着地が見えんわけですよね。５

品目は守ると言われながら、本当に守れるかど

うかというのもわからない。だから、全てが、

今のところ政策を、それが結果として守れたと

いう前提で進めればいいけど、それは国のほう

もなかなかそこまで踏み込んで 大丈夫です―

と言うけど、結果が本当に大丈夫かどうか、我

々としてはわからんわけですね。そういう中で

は、次の政策をどう打つかということもなかな

か出てこないし、高齢化の中とか農地の流動化

もなかなか難しいという中で、本当の攻めの農

業というのは、言われたとおり、どういうもの

。が攻めの農業かも見通しが立たないわけですね

だから、今が一番不安定な農業政策を、夢を語

るようにしながらも、本当に夢が語れないとい

う状態の中にあるんじゃないかなと。

だから、これはどうしても、やはり本当に集

積はしなきゃいかん。しかし、さっき言われた

とおり、中山間地は１反歩が10枚も、１畝しか

ないような田を集積するといっても、本当にそ

れを私が管理してやりますという人が何人出て

くるかと。だから、言われたデカップリング的

なものの中で、国土を保全するというような、

松形さんが国土保全奨励制度というようなこと

を言われたこともありますが、やっぱりそうい

う国土をどう守るかという国策というか、国の

政策を加味しながらいかんと、日本国土は、本

当に国土として守れんのじゃないか。

あとは、そして有害鳥獣なんかで、もうどう

しようもならない。収穫前の晩にイノシシや鹿
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や猿からやられれば、もうそれは生産意欲もな

くなるわけですよね。そういう状況を我々も十

分認識しながら、国も県の行政も、そこ辺はわ

かりながら対策を立てていかんにゃ、私は次の

ステップには進めんのじゃないかなと。

だから、ＴＰＰがどう着地するかというのを

、我々は本当に懸念を持ちながら進んでおるので

そこあたりが難しいところじゃないかなという

気がしてならんとですよね。だから、もう何と

かしなきゃいかんという気持ちはみんな一緒だ

けど。なら何とかせにゃいかんということは、

どういうふうにすればいいのかというのが見え

てこんと、そこが一番難しいんじゃないかなと

いうふうに私自身は思うとですけど。何か、こ

うしたらいいというようなものがあれば、もう

それが一番いいんですけど、なかなかそこ辺が

ですね。

原委員、関連があったらどう○山下委員長

ぞ。

私が聞きたかったのは もうちょっ○ 原委員 、

と実態の中で、高齢化もあるわけですけど、耕

、 、作放棄地の増加の実態と 農地集約なんですが

農地転用、流動化の状況、将来担い手らしき人

が、今、土地を求めるマインドっていうか、そ

ういう方向性があるのかどうかという。私も田

舎に住んでいますので、自分でも米をつくって

いますから大体周辺の実態はわかっているつも

、 、 、 、りですが それでもやっぱり県北 県央 県南

状況が違うところはあるんじゃないかなという

ふうに。私は三股町ですけれども、内村さんと

同じところですが。その辺の、若者というか担

い手の意向みたいなものですよね、ベクトルと

いうか、その辺はどういう実態なんでしょう。

、○轟木農業会議員 都城からなんですけれども

確かに、都城を例にとりますと、優良農地につ

いては大体担い手が耕作しております。それは

もう変わってないわけですけれども。実は、山

間地域といいますか、その辺に残る農地につい

ては、はっきり申し上げて、もう誰も借りたく

、 。ないと そういう状況に農地がなっております

だから さっきから出ていますように そういっ、 、

た農地を今後どうするのかとなったときに、農

地の中間的管理機構とか、その辺に期待する部

分が、逆にあるわけなんです。ところが、いざ

やってみると、そこが田んぼですと湿田とかと

いうことで、なかなか有効に活用できないとい

うような状況にございます。だから、都城の場

合は、そういうものをいかにやっていくかとい

うのが、これからの大きな課題じゃないかなと

思ってるんですが。

私は延岡の農業委員会です○高橋農業会議員

けど。延岡の場合は、もともとが稲作と、それ

から畜産というような形の複合経営でやってる

んですが。やはり今言われる集積なんですが、

私たちの、昔からの旧延岡市の場合は基盤整備

等ができてなくて、今、特に一番広い沖田地区

、なんかは基盤整備の計画は出ているんですけど

先ほど会長が言われるように、不在者地主がお

られて、なかなか同意が得られないでできてい

ないとか。それとかまた補助率が、やはり５％

か10％は出さにゃいかんということで、なかな

か基盤整備ができてないというようなことがあ

りますので、やはりそういう基盤整備をするに

は、国の言う、先ほどから出ていますように国

から100％補助をしていただくとか。そういうよ

うな条件的に緩和とか、そういうのができれば

よいのではないか。そういうことによって集約

して、自分たちに効率よく作業を進めることに

よって、ＴＰＰがもし導入されてきた場合、米

の値段がどういうふうになるかわかりませんけ
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めの農業というか、守らにゃいかん農業という

んですけど、私は思っているところでございま

す。

それとまた、先ほど都城の会長さんが言われ

ましたように、借りやすい、つくりやすい農地

は皆が借りておるんですけど、湿田とか鳥獣被

害があるところは、確かに誰も借り手がないん

ですね そういうところが耕作放棄地として残っ。

ているような状況なんです。だから、もし中間

管理機構が今度できれば、その辺の状況を視察

していただいて、誰か借り手がおるというよう

なことで、ここでは何をつくったらいいか。そ

れでつくっていく場合、どういうふうな対策を

とっていくかということを決めた上で、ちゃん

とした対策をとっていただきたい。私はそうい

うことで思っております。

以上です。

私は、えびの市の例で○田中農業会議副会長

すが、えびの市は米どころで水田もあるんです

けれども、今、基盤整備率が67％ですか、進捗

率が非常に高いように見えるんですが、三十何

％は、以前の10アールとか、それ未満の圃場で

ありまして。これを何とかしないとやっぱり借

り手がいないということで、どこそこにお願い

をしているんですけれども、一遍、国費でやっ

たところは、なかなかそういう、補助金などの

条件のいい制度がないということで、その辺で

も大変苦慮をしているところであります。借り

手のほうは、10アールぐらいの田んぼなら、も

う借りてもしようがないと。せいぜい30アール

から50アール以上にしてほしいという要望はあ

るんですけれども、現状はそういうことであり

ます。

ちょっと突っ込んだ意見を。思い○ 原委員

切った質問しますけど、中間管理機構ができて

も、借り手がいなければ中間管理機構はいっぱ

。 、い土地を抱えてしまうわけですよね そういう

将来的にどうなんだろうという気はするんです

が。今は農地の所有はできませんけれども、借

り手としての株式会社の参入という、もし議論

をするとすれば、皆さん方はどういうふうにお

考えなのか。株式会社の農地取得、保有という

ことについて、この際ですから、これを言うと

怒られるかもしれませんけど、お聞かせいただ

きたいと思うんです。

株式会社の参入の問題なん○福岡農業会議員

ですけれども、会社組織というところは、御存

じのとおり、もうけがなくなったら撤退する、

これが原則だろうと思うんですね。その辺を見

てみますと、我々農業委員会としては不安が物

。 、 。すごく残る それで参入は もう絶対反対だと

それよりか、さっき言われる不在農地、それ

と不相続農地、この辺の解決策をもっともっと

具体的にやったほうが、私は農地の集積とか、

そういう問題に対しては、もっと進むんじゃな

かろうかと思うんです。これがネックになって

川南町は、御存じのとおり、唐瀬原台地と国光

原台地の２つの台地がありますけれども、特に

唐瀬原台地は、戦後の開拓者が入って２町角に

１軒ぐらいの家が建ってるんですね。そうする

と、法人が集約しようとしても家があったり、

また、その中に未相続地が１町あったり、そう

するともう借りられないんですよ。そういう問

題をやっぱりどう解決していくか、その辺が一

番ネックになっておる。株式会社の参入につい

てはちょっとだけでしたけども、そういう考え

でおりますのでよろしくお願いしたいと思いま

す。

先日、委員会で福島県の南相馬市○横田委員

平成25年10月21日(月)
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に行かせてもらいました。これは目的は、また

別のところにあったんですけど。南相馬市は、

昼間に仕事で入ることはできるんですけど、ま

だ居住ができないというようなところで、整理

の済んだ広々とした田んぼが津波に遭ったまん

まの状態で、もう荒れ放題になっていました。

あれを見て、ＴＰＰに参加することになって米

価が物すごく下がったら、日本全体の田畑がこ

、ういう状況になるのじゃないかなと思いながら

その現場を見たところでした。

今、農家は、自分のところの田んぼ、畑を財

産として持っているわけですけど、でも、農地

法とか市街化調整区域とか そういう網にかかっ、

ているところは売ろうと思っても売れないです

よね、現実的に。結局、本当は財産のはずなの

に、売りたいときも売れない。でも、税金とか

。水利費とかはずっと払っていかなきゃいけない

そういう状況の中で、本当に財産って言えんと

やないかと思ったりもするんですけど。もし、

仮に基盤整備をばっと進めても、ＴＰＰに参加

して米価ががたっと下がることになれば、先ほ

ど言いました南相馬市みたいな状況になるん

。じゃないかなと非常に不安に感じるんですけど

そういうことをいろいろ考えたときに、先ほ

ど工藤会長が言われましたように、国土を保全

する公務員的な立場というか、そういう考えで

所得補償 米だけじゃなくって、会長が言わ―

、 、 、れたように 例えば果樹とか ほかの作物でも

とにかく農地をつくってくれる人に対して所得

補償しますよと。そういったことまでやってい

かないと、もう解決できないんじゃないかとい

うふうに思うんですけど。

今、農地の流動化のことが○兒玉農業会議員

論議されているようですが。私は農業委員をし

ております関係上、朝早く、じい様から 「兒玉、

さん、ちょこっと来てくれ」と。何のことじゃ

ろうかいなと 「じゃ、すぐ行きます」と朝早く、

行きました。これはもう事実の話です。そした

ら 「兒玉さん、相談があるけど」と言うわけ。、

「何のことですか」と言ったら 「おいが田んぼ、

」、 。をもらってくれるとよかどん こうなんですね

というのが、私の田んぼの隣接地だったもんだ

から、私にもらってくれと。年配だからもう大

変だと。それは私は農業委員だからできないか

ら、私があっせんしてやりましょうと。価格に

ついてはもう一任すると 「いいですか」と言う。

たら 「よかよか、もうただでよかじゃ」と言わ、

れるもんだから、それじゃ、農業委員がただで

やるということはいかんということで、ただの

ものは高くつくから３万か４万ぐらいで 大体10。

アールぐらいです。３万か４万かすればいいん

じゃないかと思って、隣接地の人やら周囲の人

に相談をしたら 「いいや、もう兒玉さん、私は、

２～３年すりゃ頼むごとあっとじゃ」という時

代なんですね。もう昔と全く違っております。

ですから、集積が会社とか株式会社とか、あ

るいは認定農家とか法人化とかも言われますけ

れども、やはり一番いいことは、とりあえず、

、 、さっきも申したように やはり整然とした農地

優良農地にしないことには、私は今後、日本の

、 、農地は借り手もおらんし つくり手もおらんし

荒廃化することは明らかだと思っております。

今も もうほとんど自然の迫田なんかは 今やっ、 、

ても、皆さん方も御承知のとおり、やぶほぜし

ております。私も小林から宮崎へ来ますが、相

当やっぱり荒れております。ですから、そこあ

たりはやはりきちっと、農業はいかに進むべき

か。ただ、だめじゃだめじゃじゃいかんわけで

すので、何とかせないかんわけですので、何か

よい方法があったら公的資金を投入して、やは

平成25年10月21日(月)
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、りつくり手があるような農地にしていくことが

私はまず大切じゃないかと思っております。そ

ういうことを思いながら、お願いをいたしたい

と思います。

私も米もつくっております。１反○徳重委員

歩つくると２万円方ぐらいしかならないんです

ね。手取りは１反歩２万円です。もうそれが精

いっぱいです。そう考えますと、もう何のため

にしているかわからないような状況です。

それで、今は農業を営む上には農地集積こそ

が、これからの原点であろうと。そうすると、

農家は個人にはなかなか貸したがらないんです

ね。財産という、先祖から譲るもんだと思って

いるから貸したがらない。ならば、これを公、

農業委員会なり行政なりが引き受けると。引き

受けて農家に貸すと。その引き受けるのも、１

万円では税金分しかないというようなことにな

るから、少なくとも２万円ぐらいは 田んぼ―

も畑も一緒ということで２万円ぐらいで全部引

き受けていただいて、そのお金はどこから出す

かは、農家が出すか、あるいは行政が出すか、

何らかの形で出して、とにかく集積する。50町

なり30町なり、田んぼなら田んぼ、畑なら畑、

その一帯を一つのエリアとして、20町なり30町

を全部借り受けると。そして、そこに専業農家

がおった場合はその人が受ければいいが、受け

ない場合は その専業農家の人にも貸してもらっ、

て、あなたは別な場所があるからそっちに移っ

てくれと、そこを借りてくれというぐらい、誰

かが中心になって何十町歩というのを集積して

いく。行政か農業委員会かが集積するような形

をとると。確実に地主さんには反当２万円は毎

年返すという形をとれば、かなり了解がとられ

るんじゃないかなと。個々でやっていくと、な

かなかうまくいかない。だから、公が中に入っ

て集積の音頭を取ってやるというような形がい

、 。いんじゃないかなと 私は考えている一人です

以上です。

いろいろ今、農家の話と土地の話○中野委員

ですけど、さっき会長さんが、農業会議は農地

の番人だって言われました。私は、それはそれ

でいいと思うんです。

だけど、私も国富に住んどって、ずっと見て

いると、やっぱりもう農家人口が減少して集落

が消えようとしとるわけですね。すると国富な

んかは特に農振法が入って、都市計画の調整区

域が入っとるわけです。これ、集落に、まず人

を住まわせることも一つの解決策だと思ってる

んですね。そして国も県も農地を守ると、これ

はいいこと。だから、優良農地がえ、そして集

落にはもうちょっと自由に人が住めるような環

境、１反、２反でも。これもまた５反以上ない

と農地が買えんっていう。まず、農地、集落に

も人口が住めるような、いわゆる農地の転用と

か。そこら辺をぜひ、もうちょっと柔軟に、私

は逆にお願いしたいと思います。もう要望だけ

でいいです、逆に。

時間の制限はあるし きょうはせっ○坂口委員 、

かくの機会ですから、僕は、ＴＰＰに対しての

テーマということで、きょう、この会議に出席

したんですね。これは農業一般論の、農政一般

論になっていったような感じで、ＴＰＰに限っ

てほしいんですけど。

我々、ＴＰＰ受け入れは、さっき委員長が言

、 、いましたように４回と言ったんですけど ５回

絶対反対で来てるんですね。これはこれで議会

の立場と、それと県の農業に係るさまざまな関

、 、係者の立場で これはこれで貫くっていうのは

それはもう全然、我々の姿勢としては何の問題

もないと思うんですけど。現実の流れの中で、

平成25年10月21日(月)
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今後ＴＰＰをどう受けとめられるのかってこと

ですよね。だから、そこらのところは、やっぱ

りひとつ殻を取っ払ってというんですか、本音

のところで話をしていただける、いろんな示唆

がもらえるといいかな。

例えば、米がだめになったら東北は全滅だっ

て。国も国益は損なわないというから、主食米

は何とか守ろうとすると思うんですね。よく報

、道されますように米だけでも58の項目があって

そのどれを譲るかだって。だんごに調味料を混

ぜたものだけは認めてやるかとか、そういうレ

ベルの話なんだとか。95％以上の自由化率を達

。成しないと今度の会議はまとまらないんだとか

５品目だけでも223あるんだとか。そういったと

ころの中で、やっぱり本来はどう備えるべきか

というのが一つ要ると思うんですね。これは水

面下でですよ。あくまでも反対は反対でいかな

きゃ、条件闘争に入れるわけはない。そんなの

が一つ。

じゃ、なぜ今、中間管理機構を国が言い出し

たのか。企業参入を言い出したのか。しかも、

攻める農業で輸出ですよ。これは１反、２反の

農業は、もう国としては農業と見ないよってい

うことを示唆しているととったほうがいいと思

うんですね 株式会社は赤字が出ればやらないっ。

て言われたけど、むしろ、これから赤字に強い

のは株式会社の連結決算ですよ。いろんな多角

経営をやっている中で連結して決算ができる。

しかも、これはちょっと誤解を招くと怖いんで

すけれども、障がい者の雇用均等法がまた見直

されて ハードルが3.数％に上がる １万人持っ、 。

ている会社で350～360名の障がいのある方を雇

用したときは、この人たちは第１次産業という

のは適材なんですね。１日、同じ仕事を丁寧に

やってくれて。だから、そういったことを見据

えたときに、本当に株式会社が赤字に手を出さ

ないのか。国は何を考えて海外と、輸出入で国

力をつけていこうとしてるのかというところあ

たりも、我々はやっぱり別な時点、別な場所で

は考えとかなきゃいけないかな。そこらに係る

もの、もしお考えをお持ちでしたら、何らかの

示唆をいただければなと思ってるんですけど。

今、言われたとおりだと思○兒玉農業会議員

います。さっきも言いましたように、集積する

ほうの話ばっかりですね。いわゆる攻めの農業

に勝ち抜く人のためばっかりです。ところが、

農地を出す人、これをもうちょっと考えてもら

わんと、農家が農地を出したら失業です。それ

から先、生活はどうするのか。そこが全然論議

されておりません。私も聞いたこともございま

せん。ですから、もうちょっと、ＴＰＰの反対

も結構ですけれども、反対でいくから、今さら

それを言うとまだ早いでしょうけれども、私は

農家が農地を全部協力したときには、最低補償

でこれだけは反当補償しますよというような生

計が立てるような施策をしてもらわないと、私

は大変なことになると思います。それだけ申し

上げておきます。

以上です。

先ほど緒方会長だったですか、そ○坂口委員

れともほかのところかな、ＩＳＤ条項を言われ

ましたよね、ＩＳＤＳ条項。ここらが、やっぱ

。り投資家が不公平を提訴できる条項なんですね

だから、そこで所得補償とか国内保護策をやっ

たときに、ＩＳＤＳ条項から、どうこれを聖域

なんだって守らせるかとか、こういった肝心な

ところを見落としていたら、ふたをあけてみて

大変な目に遭ったっていうこと、これがやっぱ

り心配されると思うんですね。ＩＳＤＳ条項は

物すごく怖いですよ。物すごく怖い条項です。

平成25年10月21日(月)
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だから、ここらに対してやっぱりしっかり守

れよっていうのと、宮崎の農業のためにどうし

てもだめなら、米に関してはこれとこれよ、畜

、産に関してはこれとこれよというようなものを

やっぱり勉強はしとかないといけないんじゃな

いかな。あくまでも反対は反対で貫いて、でも

やっぱり政府が前のめり過ぎてますもんね。だ

から、そこらに対してはやっとかないと、あん

まりここで反対だ反対だよって言ってても、守

れない時期が来たときがやっぱり怖いなってい

う気がします。

先ほどから、すごくいろ○船ヶ山農業会議員

んな話をお聞きしてるんですが。政権をとられ

るときには守るということで、もちろんされて

ましたけれども、舌の根も乾かないうちにいろ

いろといろんなことが出てきておりまして、私

たちも大変だなと思っているんですけれども。

撤退という方法は考えられないんでしょうかが

一つと、ＩＳＤ条項っていうのは、多分これか

ら先、いろんなことを守っても、後でひっくり

返されるだろうと。もうそういうのは、多分こ

。こにいるメンバーも重々知っていると思います

そういう中で、やはり先ほどから言われてい

る、もちろん、今言われたように中間管理機構

云々も言われてますけれども、現場で言ったと

きに借り手のない農地が結局余るんですよね。

それを中間管理機構が持っていたとしても、お

金は払えなくなると。だから、要らないよって

いうことも認められてますよね。そういう形に

なったときに、私たちみたいな出先が一生懸命

集積に頑張ってやったけれども、もう要らんか

ら返しなさいよって言われたときに、じゃ私た

ちはそれを集めていって、だめだから返します

わって言えるんでしょうかね。だから、そこ辺

なんかもちゃんとやってもらわないと、この中

間管理機構もおかしくなるだろうと。

やはり先ほど言われた株式会社の件なんです

が 幸い きょう 所管課の方なんかからちょっ、 、 、

とおもしろいのを出していただいたんですが。

こういうのでやっぱり迅速にやって、そういう

形的なものを宮崎県の場合はつくっていかない

と、もう、これはもらっていらっしゃるんです

かね。今後の方向性に関してのを、きょう出し

ていただいたんですが。私たちは、やはり３年

も待ってたらやばいと。農業成長産業化推進会

議とかいうので本県生産農業の再構築というの

を、きょういただきまして、なかなかいいなと

思ったんですけれども。そういう形を本当に最

優先でやっていかないとつぶれるなっていう農

家のほうが、今は多いです。やっぱりそういう

形でいったときには、ＩＳＤ条項を踏まえたと

きには、もう余り保護政策というのも当てにな

らないのかなと。だから、やはり国が主導でい

ろんな形、先ほどから言っているように優良農

地に変えて使わせると。もうだめなところはだ

めなところで、原発のかわりに本当に風力発電

なり、今のソーラーなりに簡単に変えられる方

。法も考えていかなきゃいけないんじゃないかと

そういうふうにして集積していかないと、借り

手もいなくなります。実際育ちません。

。○坂口委員 そんなになっていくと思うんです

。 、そうならないと成り立たないですよね だから

各論に入るとそうなると思うんです。規模も100

町歩規模になっていくと思うんですよ、やっぱ

り海外と勝負する。だから、今後どう進んでい

くかっていうのと、農地じゃない部分と農地と

。して守る部分もはっきりしてくると思うんです

ただ、その中で舌の根も乾かないうちにって

言われたけど、政府としては全然乾いてないん

ですよね。国益を守るっていって、５品目を守

平成25年10月21日(月)
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るって、95％以上の自由化。だから、何ら向こ

うとしては何一つ変わってないっていう、そう

いった信念のもとでやってくるから。これは賛

。成する反対するを言ってるんじゃないんですよ

そう流れていくことに対して どう身構えるかっ、

ていうことを、やっぱり腹づもりをやっとかな

。 。いとだめだっていうことですね そういうこと

それと、企業は、仮に部分的に小さなスペー

スで基盤整備とか整ってなくて、これはどうも

採算性が合わないような、効率が悪いようなっ

ていったら、数十町歩ぐらいのは自前でばっと

やってしまいますよ それぐらいの投資力を持っ。

てるし、向こうは、もうゼロ％に限りなく近い

資金が長期資金として自分のメーンバンクから

借りられるんですから、農政サイドの制度資金

だけで農業をやっていく、そんな小さい経営体

じゃないから、やっぱりそこらは腹づもりとし

て持っとってくださいと。ＴＰＰを受け入れま

しょうって言ってるんじゃないんですよ、腹づ

もりとして持っときましょうっていうこと。

だから、そういうことに○船ヶ山農業会議員

関して、結局、県のほうの指導体制なり、議会

のほうのそういう形が早く見えないと多分に不

安なだけで、うまく進んでいかないんじゃない

かと思っておりますが。

だから、まだそこがわからないの○坂口委員

がじれったいところで、すると、我々もやっぱ

り皆様と約束して、反対で行くんだっていうこ

とだから、条件をこうしましょうなんていうこ

とは口が裂けても言えない立場にあるっていう

ことですね。だから、自分の立場を守るんじゃ

ないけど、県としても一生懸命情報をとろうと

してるけど、情報が入ってこない。だから、次

の手だてをこうしましょうということがなかな

か打てないという中で、お互いがどうなってい

くかというのを的確に見据えていかないと やっ、

ぱりちょっと間違うなっていう感じがするとい

うことですね。

済みません。もう予定時間が10○山下委員長

分オーバーしているんですけど、もうちょっと

よろしいでしょうか。もうちょっと意見がある

ようですから、よろしいでしょうか。

きょう、ＴＰＰと宮崎の農業とい○星原委員

うことでやっているんですが、ＴＰＰもなんだ

けれども、今農業の現状は、本当に今のままで

地域は守っていってないんですよね、できてな

いですよね。だから、やっぱり戦後六十数年の

中で、日本の農政自体がどういう形で食料を守

り、国民の生命を守りという面からいったとき

に、どういうふうにしてきたかっていうのが課

題であって。今、考えてると、ＴＰＰよりもそ

の前に、これからあと５年先、10年先で、私の

住んでる高城でも、地元の有水なんか、もう50

代以上しか農業をしていないんですよね。じゃ

そういうところに企業が参入してくるのか。あ

るいは若い人たちが農業で食うためにはどうす

るのか。やっぱり、一番基本的なところがどう

していくのかっていうのが決まらないと、ＴＰ

Ｐ以前の問題でも、ＴＰＰは成立しなくても、

多分、地域は守っていけないんじゃないかなっ

ていう 私はもう現実に地元におっては、自―

分の10歳ぐらい下の人は 現実に20代 30代 40、 、 、

代の人は農業をしてないんですよ。ですから、

やっぱりそこをしっかり捉えて、今後、そうい

う地域の中山間地域、あるいは優良農地のとこ

ろ、そういう分けながら、どうやったら本当に

日本の農業、あるいは宮崎の農業を守れるのか

というところをやっていかないと。現実にはＴ

ＰＰから来る問題以前に、もう下手するとＴＰ

Ｐが始まっても３年、５年先だろうと思うんで

平成25年10月21日(月)
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すね。それ以前、その行く前に、もう地域がな

くなっていくような気がしてるもんですから、

、 、やっぱりそのために じゃあどうやって行政は

あるいは政治はどうしていくのかっていうこと

を考えていかないと、どうなんでしょうかねと

私は思うんですけどね。

私は基本的には、やはり農業と○前屋敷委員

いうのは食料を守り、そして国土の保全も含め

て、大変役割が大きいというふうに思っていま

す。そういった意味では、高齢化は確かに否め

ないところなんですけれども、高齢者世帯の農

家であったり 新たな若者の担い手の農家であっ、

たりしても、国としては農業再生産可能な補償

をちゃんとやるということが、私は基本だとい

うふうに思うんですよね。それを前提として、

今、大きな問題がこのＴＰＰの問題で。

日本農業新聞で、今、企業がベトナムなどの

現地の農家に技術を輸出して、日本の短い、短

粒種というんですか、その技術栽培を盛んに教

えているということで危惧している記事だった

んですけど。逆に、日本にそれを輸入するとい

うことも考えているという点では、本当に大き

な問題にこれからなってくる。その前提がＴＰ

Ｐだということで、農業会議さんが率先して、

このＴＰＰに対しては反対の表明を早くからさ

れて、街頭でも宣伝されてるのも、よく知って

るんですよ。ですから、私たちもやはりＴＰＰ

そのものには絶対反対という立場で。

しかし、今お話もありましたが、最初の公約

をほごにしてどんどん進めてるという状況があ

る。そういった点では、やはりその問題もどう

するかということもなおざりにはできない。さ

まざまな課題が、農業を取り巻く状況にありま

すけれども、それはやっぱり一緒に考えていく

ことが大事だなというふうに思っております。

これは私の意見として。

大分時間が超過しましたが、最○山下委員長

後に工藤会長さん、最後のコメントとして何か

ありましたら。今いろいろ出ましたけど、突然

で申しわけありませんが。

コメントというよりも、○工藤農業会議会長

ＴＰＰの問題ですよね。これは、我々は基本的

絶対反対、そして即時撤退。今、５項目で586品

目、この中で仕分け作業を行うと、自民党は。

これそのものも、私はやるべきではないと。少

しずつ取り崩して、最終的には柱が倒れてしま

。 、 、 、 。うんですよ そして 10年後 20年後 30年後

だから、そういう姑息なことを今、政府・与党

がやるべきでないと。したがって、５品目を守

ると選挙で公約したんだから、きちっと守って

ほしいというのが我々の主張であるし、立場で

す。あくまでも、もう姑息な手段をせずに、絶

対これは国益を阻害するようなことになるんだ

から それ一本で私は言っております。いろ―

いろ、その後のことやら、いろんなことを言う

人がおるけれども、それは、とにかく今、即時

撤退すべきだと。しかし、陰でどんどん進んで

おるような気がして、大変心配をいたしており

ます。最終的には国会決議ですから、国会がき

ちっと反対をして条約を否決すると、そのくら

いの腹構えがなければ、この問題は守れない。

守れなければ農業も成り立っていかない。そう

いう意味では非常に心配をいたしております。

私は来年80歳になりますが、来年から、まだ

まだ農業に専念をしたい、このように思ってお

ります。20年間、農業に専念して頑張ってみた

いなと。私は私なりに、それなりの計画なり、

いろんなものを持っていて、まず家内を大事に

せにゃいかん。地域にお世話になったから、地

域にどういう形で恩返しをするか、これなんで
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すよ。そういうことを今、黙々と考えておりま

して、まだまだ死ねません。

そういう意味で、皆さん方も議会という立場

で活動していただいておるんですから、さらに

一致結束をして、宮崎県の農業をどう守るか、

あるいは振興するか。守りだけではいかん。私

は、この前、政府に行って、政策室長と１時間

ばかり議論をいたしました。攻めの農林水産業

というけれども、攻めだけではいけないよと、

守りも大事だと。守りは最大の攻撃なりという

ことがあるじゃないですかと。どういうことで

すかっていうから、スポーツはみんな攻撃もあ

りゃ守りもあると、それで成り立っているんだ

と。だから、攻撃することと守ること。

だから、さっきからいう農地の中間管理機構

の中で言ってるのは、それだけでは落ち度があ

ると。したがって、半分以上の農山村をどう救

うかは、この日本型直接支払い、これをやっぱ

り制度化をして補っていけば、集落も一気には

なくならないだろうし、ある程度生活ができれ

ば、よそにまで行って生活をしたいという人は

いないと思うんですよね。ですから、ある程度

、 、の生活ができれば ちゃんと集落も成り立つし

山村も成り立つと。そういう夢を持って、これ

から邁進をしていきたいとこのように思ってお

りますが、きょうは言い足りない面がたくさん

あったと思います。議員の皆さん、そしてうち

の会議員の皆さん方も、もっと言いたいことが

あったと思うんだけど、きょうは第１章ですか

ら、また機会があれば第２章、第３章とこうい

う意見交換を重ねて、我々も皆さん方にお願い

したいこともあるし、また議会の中で皆さんた

ちが生かしていただくことがあればいいことか

なと、このように思っております。

最後の締めみたいな挨拶になりましたけれど

も、本当にきょうはありがとうございました。

済みませんでした。

、 、○山下委員長 それでは 私のほうからも一言

閉会に当たりましてお礼を申し上げたいと存じ

ます。

きょうは大変短い時間でしたが、ただいま工

藤会長からもお話をいただきましたけれども、

それぞれ、まだ言い足りないことがたくさんお

ありだろうと思うんですが、私たちも地元に帰

れば、全く農業会議の皆さん方と立場は同じで

あります。毎日、農家の皆さん方との話の中で

、不安の気持ちがいっぱい伝わってくるんですが

まだ、なかなか方向が見えない中であります。

お互いに、いい宮崎、明るい展望を目指して、

目的が一緒でありますから、今後とも精進して

まいりたいとそのように思っています。

今後とも御指導いただきますように御祈念申

し上げ、お礼の言葉とさせていただきます。あ

りがとうございました。

以上をもちまして、本日の委員会を終わりま

す。

午後５時10分閉会
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